
市
長　
若
い
世
代
の
方
々
と
お
話
が

で
き
る
こ
の
よ
う
な
座
談
会
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

意
見
を
、
市
政
運
営
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

法
律
が
相
ま
っ
て
国
の
政
策
に
な
り

ま
す
。
泉
佐
野
市
が
中
心
に
な
り
、

府
と
国
を
変
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

辻
（
洵
）　
泉
佐
野
市
民
が
感
じ
て

い
る
こ
と
を
リ
ア
ル
に
聞
い
て
、
市

政
に
反
映
さ
せ
た
い
。

甲
斐　
地
域
活
性
化
を
図
り
た
い
。

　

商
店
街
が
賑
わ
う
よ
う
に
援
助

し
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
な
ど
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
宣
伝
し
、
外
国
人

観
光
客
を
呼
び
込
む
な
ど
関
空
利
用

者
の
増
加
を
め
ざ
し
た
い
。

加
地　
国
際
交
流
を
進
め
た
い
。
大

学
同
士
の
交
換
留
学
や
姉
妹
都
市
と

の
交
流
を
促
進
し
た
い
。

萩
原　
泉
佐
野
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

イ
ヌ
ナ
キ
ン
な
ど
を
活
用
し
て
、
泉

佐
野
市
を
有
名
に
し
た
い
。

鈴
木　
子
ど
も
た
ち
に
夢
の
持
て
る

イ
ベ
ン
ト
を
し
た
い
。
市
の
木
の
イ

チ
ョ
ウ
の
実
（
銀
杏
）
を
利
用
し

て
、
地
域
活
性
化
を
行
い
た
い
。

坂
本　
外
国
人
観
光
客
へ
の
配
慮
と

し
て
、
外
国
語
の
マ
ッ
プ
や
ガ
イ
ド

パ
ン
フ
を
駅
な
ど
に
設
置
し
た
い
。

　
商
店
街
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
な
取

組
が
必
要
。

塩
谷　
外
国
人
観
光
客
の
宿
泊
事
業

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。
先
日
、
蟻

通
神
社
で
能
の
催
し
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
市
を
あ
げ
て
芸
能
分

野
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。 

渡
辺　
泉
佐
野
市
の
強
み
は
、
関
空

が
あ
る
こ
と
で
、
り
ん
く
う
タ
ウ
ン

活
性
化
や
犬
鳴
山
温
泉
の
PR
活
動
に

力
を
入
れ
た
い
。

奥
井　
関
空
を
中
心
に
街
を
活
性
化

し
、
泉
佐
野
市
を
海
外
や
地
方
の
方

に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。

　
外
国
旅
行
客
へ
の
配
慮
、
ご
当
地

ブ
ラ
ン
ド
で
活
性
化
を
図
る
。

◆
も
し
市
長
だ
っ
た
ら
何
を
し
た
い

で
す
か
？

辻
（
俊
）　
大
学
で
学
ん
で
い
る「
政

策
」と
い
う
分
野
で
は
、経
済・政
治・ 千代松 大耕　市長

中
谷　
泉
佐
野
市
に
は
、
海
に
山
に

自
然
環
境
が
あ
る
。
臨
海
部
に
は
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
水
族
館
を
つ

く
り
活
性
化
を
図
り
た
い
。

◆
泉
佐
野
市
の
こ
こ
が
知
り
た
い

辻
（
俊
）　
国
際
都
市
と
し
て
の
市

の
取
組
は
？

市
長　
泉
佐
野
地
球
交
流
協
会
（
ｉ

ｃ
ａ
）
が
外
国
の
方
々
の
生
活
面
の

支
援
や
様
々
な
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
、
留
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
観
光
客
誘
致
で
は
、
観
光
案
内
所

を
市
内
３
ヵ
所
～
泉
佐
野
駅
前
の
泉

佐
野
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
、
り
ん

く
う
タ
ウ
ン
の
観
光
交
流
プ
ラ
ザ

「
り
ん
く
う 

ま
ち
処
」
、
ピ
ー
チ

就
航
の
第
二
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
観
光

情
報
プ
ラ
ザ
「
関
空 

ま
ち
処
」
～

を
設
け
て
、
お
も
て
な
し
を
し
て
い

ま
す
。

中
谷　
泉
佐
野
市
の
自
然
保
護
や
環
境

の
保
全
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

市
長　
大
木
地
区
で
は
、
「
日
根
荘

大
木
の
農
村
景
観
」
が
「
重
要
文
化

的
景
観
」
～
全
国
で
38
ヵ
所
目
、
大

阪
府
内
で
は
初
の
選
定
～
と
さ
れ
、

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
中
世

以
来
の
農
村
風
景
の
保
全
に
努
め
て

い
ま
す
。

奥
井　
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
の
街
づ
く

り
の
面
で
考
え
て
い
る
こ
と
は
何
で

す
か
？

市
長　
府
有
地
で
あ
る
り
ん
く
う
タ

ウ
ン
で
の
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
構

想
は
、
事
業
参
加
者
を
公
募
し
た
と

こ
ろ
、
残
念
な
が
ら
応
募
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
、
多
く
の
外

国
人
観
光
客
が
来
訪
し
、
さ
ら
な
る

活
性
化
が
図
れ
る
よ
う
、
「
ク
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
」
構
想
の
予
定
地
を
含

め
、
府
有
地
の
有
効
活
用
を
大
阪
府

に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

渡
辺　
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
と
関
西
空

港
に
イ
ヌ
ナ
キ
ン
の
等
身
大
パ
ネ
ル

が
あ
り
ま
す
が
、
国
際
的
な
施
設
に

犬
鳴
山
を
も
と
に
し
た
イ
ヌ
ナ
キ
ン

が
い
て
、違
和
感
が
あ
る
の
で
す
が
。渡辺 真未

中谷 有伽

鈴木 那奈

奥井 大地

甲斐 浩志

辻 俊一郎

問合先　青少年課（☎469-1106）  

　1月12日の「成人の日」には市内で約1,190人の若
者が新しく大人の仲間入りをします。成人の日に先
立ち、昨年11月7日に「市長と語る新成人のつどい」
を開催しました。
　東口教育部長の進行のもと、新成人たちが、市政
についての質問・提言などを身近な話を交え、千代
松市長、中藤教育長と熱心に語り合いました。その
一部を紹介します。　（敬称略・順不同）
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向
上
さ
せ
る
よ
う
な
予
算
配
分
に
努

め
て
い
ま
す
。

鈴
木　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
心
配
で

す
。
市
や
学
校
で
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

市
長　
津
波
は
、
地
震
発
生
か
ら
約

80
分
で
到
達
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、

高
い
と
こ
ろ
に
避
難
す
る
こ
と
が
大

事
で
す
。
市
と
し
て
は
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
学
び
、
避
難
の
対
応
な
ど

防
災
対
策
を
し
て
い
ま
す
。
市
内
59

町
で
、
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
育
長　
学
校
園
で
は
各
種
避
難
訓

練
を
実
施
し
、
沿
岸
部
の
学
校
園
を

中
心
に
津
波
に
対
す
る
避
難
訓
練
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

萩
原　

イ
ヌ
ナ
キ
ン
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
設
定
を
知
り
た
い
。

市
長　
み
な
さ
ん
は
、
義
犬
伝
説
と

い
う
の
を
ご
存
知
で
す
か
？
そ
の
伝

説
か
ら
犬
が
鳴
く
山
と
い
う
こ
と
か

ら
犬
鳴
山
と
い
う
地
名
が
で
き
、
イ

ヌ
ナ
キ
ン
は
、
自
分
の
命
を
ひ
き
か

え
に
主
人
を
守
ろ
う
と
し
た
そ
の
義

犬
の
末
裔
と
い
う
設
定
で
す
。

加
地　
国
際
交
流
に
関
心
が
あ
り
ま

す
。
市
で
も
国
際
交
流
に
力
を
入
れ

て
ほ
し
い
で
す
。

市
長　
泉
佐
野
は
、
関
空
だ
け
で
な

く
、
山
手
に
は
、
府
唯
一
の
温
泉
郷

（
犬
鳴
山
温
泉
）
が
あ
り
ま
す
。
り

ん
く
う
タ
ウ
ン
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
し

て
く
れ
る
人
を
泉
佐
野
市
に
迎
え
た

い
。
そ
し
て
、
犬
鳴
山
温
泉
に
も
誘

客
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

塩
谷　
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

昨
今
、
高
齢
者
福
祉
と
児
童
福
祉
の

対
応
は
ど
う
で
す
か
？

市
長　
市
で
は
、
三
世
代
同
居
を
目

的
と
し
た
転
入
者
に
、
転
入
（
引
っ

越
し
）
費
用
の
一
部
を
助
成
し
、
泉

佐
野
市
に
住
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
政
策
や
、
こ
ど
も
の
医
療
費
助
成

な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

坂
本　
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
公

表
で
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
表
れ
て

い
ま
す
か
？

市
長　
学
力
テ
ス
ト
の
公
表
は
、
行

政
と
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
に
正
し

い
情
報
を
お
伝
え
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
テ
ス
ト
結
果
で
学
力
に
課
題

の
あ
っ
た
学
校
に
は
、
よ
り
学
力
を

◆
つ
ど
い
の
ま
と
め

　
み
な
さ
ん
の
市
政
に
関
す
る
質
問
や

意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
市
政
に

対
す
る
関
心
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
市
の
現
状
も
一
定
理
解
し
て
い
た

だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
市
長
は
財
政

難
の
市
を
再
建
し
、
10
万
人
市
民
の

笑
顔
を
支
え
て
い
き
た
い
と
い
う
強

い
思
い
で
先
頭
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
「
よ
き
国
際
人
に
な
る
に
は
、
よ

き
日
本
人
で
あ
れ
」
と
い
う
言
葉
も

あ
り
ま
す
。
日
本
に
は
、
世
界
に
誇

る
文
化
や
歴
史
、
素
晴
ら
し
い
国
民

性
が
あ
り
ま
す
。
次
代
を
担
う
み
な

さ
ん
に
は
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
学
ん

だ
う
え
で
、
真
の
国
際
人
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
長　

関
空
の
玄
関
都
市
と
し

て
、
国
際
交
流
に
は
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ク
イ
ー

ン
ズ
ラ
ン
ド
州
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

コ
ー
ス
ト
市
は
青
少
年
海
外
研
修
先

で
あ
り
、マ
ラ
ソ
ン
の
相
互
交
流（
泉

州
国
際
マ
ラ
ソ
ン
）
や
子
ど
も
の
絵

画
作
品
の
交
流
も
し
て
い
ま
す
。

　
中
国
・
上
海
の
徐
匯
区
、
宝
山
区

と
の
交
流
も
あ
り
、
ま
た
、
モ
ン
ゴ

ル
の
ト
ゥ
ブ
県
と
は
昨
年
度
に
友
好

交
流
の
覚
書
を
行
い
、
今
年
の
夏
休

み
は
、
10
人
の
中
学
生
を
派
遣
し
ま

し
た
。
今
後
も
国
際
交
流
の
裾
野
を

広
げ
て
い
き
ま
す
。

辻
（
洵
）　
小
・
中
学
校
の
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
備
、
児
童
・

生
徒
、
教
師
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
知

り
た
い
。

教
育
長　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

は
、各
中
学
校
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
週
に
１
日
だ
け
で
あ
り
、

今
後
は
日
数
を
増
や
せ
る
よ
う
に
府

に
要
望
し
て
い
き
た
い
。
内
容
は
、

課
題
の
あ
る
子
ど
も
や
保
護
者
へ
の

相
談
で
す
。
ま
た
、
教
師
の
相
談
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
不
登
校
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
配

慮
と
し
て
は
、
市
内
２
ヵ
所
に
、
不

登
校
支
援
の
た
め
の
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

甲
斐　
市
と
し
て
の
外
国
語
教
育
に

つ
い
て
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

教
育
長　
市
と
し
て
も
関
空
の
玄
関

都
市
と
い
う
こ
と
で
、
英
語
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
府
の
英
語
教
育
推
進
事
業
の

モ
デ
ル
事
業
を
本
市
の
小
学
校
１
校

と
中
学
校
１
校
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
行
っ
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
語
指
導
助
手
）
や
外
国
語
活

動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
英
語
教
育

を
充
実
さ
せ
、
市
の
英
語
教
育
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

20歳を迎えるみなさんへ
問合先　国保年金課

　若い間は、老後の生活について考えるこ
とも少ないかもしれません。しかし、だれし
も、いつかは年をとり、退職などで収入がな
くなったり、減ったりします。そんなときに、
老後の生活を支えてくれるのが「年金」です。
  また、年金受給前に、ケガや病気で身体
に障害が残るような状態になった場合や、
加入者が亡くなり、遺族（妻・子）が残
された場合にも、年金が生活を支えてく
れます。（受給要件あり）
　だれもが将来、年金を受けられるように、
20歳になったら必ず公的年金制度に加入
することになっています。会社などに勤務
し、厚生年金保険や共済組合に加入してい
る人以外は、国民年金に加入となりますの
で、国保年金課で手続きをしてください。
  加入すれば、保険料の納付が必要ですが、
経済的な理由などで納付が困難な場合は

「申請免除」、30歳未満の人には「若年者納
付猶予」、学生には「学生納付特例」とい
う制度もありますので、相談してください。

萩原 沙智

辻 洵一郎 加地 清楓

坂本 咲子 塩谷 彰宏

中藤 辰洋 教育長
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